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収穫期を迎え圃場一面が黄金色にな収穫期を迎え圃場一面が黄金色になりり
「田んぼアート」も色変わり「田んぼアート」も色変わり？？

2011収穫作業始まる！許

ＪＡたいせつライスセンター設備拡充距

管内組合長会海外研修リポート鋸漁禦魚

たいせつＨＯＴニュース亨享京

　ＪＡたいせつ無洗米リニューアル

　ＪＡ杯ゲートボール大会

　安全衛生講習会

　北の恵み　食べマルシェ

　第15回北海道総合

　畜産共進会乳牛の部開催

たいせつここがポイント供

たいせつインフォメーション侠

　営業時間のご案内

　理事会からのご報告

　「たいせつ」のあゆみ

北の恵み 食べマルシェ 2011に出店する農産物直売北の恵み　食べマルシェ 2011に出店する農産物直売所所
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 ～収穫期を迎え台風12号の影響が心配されましたが

平成23年産米の出荷が昨年より４日遅れで始まりました。～ 

＝本年の初出荷者をご紹介します＝

←〔上川ライスターミナル〕

出 荷 者　鷹栖地区　14区

　　　　　（有）稲　華　屋

　　　　　　　代表　藤沢　孝夫さん

出 荷 日　９月10日（土）

出荷形態　半乾燥籾出荷

出荷品種　ゆめぴりか

←〔東鷹栖検査場〕

出 荷 者　鷹栖地区　成和

　　　　　　照井　邦明さん

出 荷 日　９月12日（月）

出荷形態　紙袋出荷

出荷品種　ななつぼし

〔ＪＡたいせつライスセンター〕→

出 荷 者　東鷹栖地区　13区

　　　　　　野作　　隆さん

出 荷 日　９月10日（土）

出荷形態　半乾燥籾出荷

出荷品種　ほしのゆめ
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ＪＡたいせつライスセンター

色色色色色色色色色色色色色色彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩選選選選選選選選選選選選選選別別別別別別別別別別別別別別機機機機機機機機機機機機機機増増増増増増増増増増増増増増色彩選別機増設設設設設設設設設設設設設設設ににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりり処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍増増増増増増増増増増増増増増増！！！！！！！！！！！！！！！

　先般、本年度の固定資産取得計画により、ＪＡたいせつライスセンターにおいて従来の色彩選別機（120
チャンネル）に加え、新たに色彩選別機（160チャンネル）の増設による導入工事が完了いたしました。
　この度の増設により、従来24時間で玄米フレコン40個処理していたものが100個となり、処理能力では
２倍以上となりました。
　これにより、玄米調整における整粒歩合向上等の品質確保と生産量の確保がより効率的に処理するこ
とが可能になり、作業工程時間の短縮に伴い調整作業の迅速により円滑な作業体系も図れます。
　ついては、各生産者により丹精込めて生産されたお米をより有利販売するため、安定感のある高品質
として施設調整米の拡充に向けて取り進めて参りますので、皆様のご利用をお願い申し上げます

増設された施設全容 色彩選別機本体

ラインを流れる玄米

無人ヘリ水稲防除実績前年対比
（単位：ha）

計４回３回２回１回年度地　区

2,174.5697.9802.7673.9Ｈ22

東鷹栖 2,251.23.6745.9790.2711.5Ｈ23

103.5％106.9％98.4％105.6％前年比

3,820.21,381.51,233.01,205.7Ｈ22

鷹　栖 4,034.31,322.71,351.71,359.9Ｈ23

105.6％95.7％109.6％112.8％前年比

5,994.72,079.42,035.71,879.6Ｈ22

合　計 6,285.53.62,068.62,141.92,071.4Ｈ23

104.9％99.5％105.2％110.2％前年比

水
稲
無
人
へ
り

防
除
作
業
完
了

　

今
年
度
の
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
水
稲

防
除
作
業
に
つ
い
て
、
散
布
依
頼
が

年
々
増
加
す
る
な
か
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
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７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
９
日
間
に

13

21

て
、
北
欧
の
デ
ン
マ
ー
ク
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ

上
川
管
内
農
協
組
合
長
会
の
海
外
研
修
で
行

く
機
会
を
得
て
、
今
ま
で
未
知
の
世
界
で
あ

っ
た
多
く
の
事
柄
を
見
聞
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

成
田
か
ら
、
ほ
ぼ
満
席
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
航
空
機
で
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
上
空
を
約

　

時
間
か
け
て
、
７
時
間
の
時
間
差
が
あ
る

12デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
空
港
に
降

り
ま
し
た
。
当
地
は
旭
川
よ
り
緯
度
が
高
い

せ
い
か
、
肌
に
ひ
ん
や
り
と
し
た
も
の
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
約
５
０
０
位
の
島
々
か
ら

な
り
、
面
積
は
北
海
道
の
約
１
／
２
程
度
で

す
が
、
耕
作
出
来
る
農
用
地
の
割
合
は　

％
62

と
非
常
に
高
く
、
飼
料
作
物
生
産
に
よ
る
酪

農
畜
産
（
特
に
養
豚
）
が
主
体
の
農
業
立
国

で
す
。

　

北
海
道
を
始
め
日
本
の
酪
農
畜
産
が
デ
ン

マ
ー
ク
・
米
国
か
ら
学
び
発
達
し
て
き
た
の

は
周
知
の
事
実
で
、
特
に
養
豚
業
が
め
ざ
ま

し
く
、
豚
肉
の
輸
出
量
で
は
世
界
一
で
あ

り
、
私
達
も
地
元
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
並
ん

で
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
産
豚
肉
を
目
に
す
る
事

が
多
い
は
ず
で
す
。

　

農
業
以
外
で
は
特
に
環
境
を
重
ん
じ
る
国

で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

現
在
話
題
に
な
っ
て
い
る
原
子
力
発
電
に

つ
い
て
は
、
既
に
国
民
投
票
に
て
原
子
力
発

電
所
の
建
設
を
し
な
い
こ
と
で
決
議
さ
れ
て

お
り
、
特
に
風
力
発
電
の
発
達
が
著
し
く
全

発
電
量
の　

％
に
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

20

す
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
並
び
共
に

高
福
祉
国
家
で
す
が
、
南
北
に
細
長
く
独
特

の
地
形
の
た
め
耕
地
面
積
が
小
さ
く
（
国
土

面
積
の
３
・
５
％
程
度
）
、
高
緯
度
の
た
め

日
照
時
間
の
影
響
を
受
け
る
な
ど
厳
し
い
自

然
条
件
下
に
あ
る
の
で
、
条
件
別
・
地
帯
別

に
再
生
産
可
能
な
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
国

が
手
厚
い
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は　

％
の
国
民
が
食
糧
の
自
給

85

率
向
上
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
り
、
自
然
と

の
協
調
、
多
面
的
機
能
で
の
農
業
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
る
国
民
性
が
背
景
に
あ
り
、

現
在
の
自
給
率
は　

％
と
な
っ
て
お
り
ま

50

す
。

　

一
方
、
世
界
第　

位
の
石
油
産
出
国
で
景

10

気
が
良
く
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
小
国
な
が
ら
世
界

第　

位
で
か
な
り
裕
福
な
国
家
と
な
っ
て
お

24
り
、
石
油
に
よ
る
資
金
が
国
民
の
食
糧
を
守

る
た
め
に
、
農
業
の
振
興
へ
充
て
ら
れ
て
い

て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
関
し
て
は
日
本
と
同
じ
立
場

で
、
交
渉
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。

※
以
降
そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
箇
所
ご
と
に

研
修
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す

 管内組合長管内組合長会会

海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー海外研修リポートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
（デンマーク・ノルウェー）

代表理事組合長　　　　　　　

　柿　林　孝　志　
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年
間　

億
ユ
ー
ロ
に
の
ぼ
る
輸
出
農

15

産
品
・
食
料
を
扱
い
、デ
ン
マ
ー
ク
農
業

の
統
合
機
関
で
あ
る
農
業
理
事
会
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
農
業
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

政
策
的
、経
済
的
、商
業
的
、技
術
的
課

題
に
つ
い
て
、生
産
者
団
体
及
び
政
府
、

Ｅ
Ｕ
と
共
に
活
動
し
て
い
る
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
の
気
候
は
温
暖
で
全
領

土
４
３
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の　

％
が

62

農
地
で
あ
り
、
農
家
平
均
農
地
は
約

　
　

（
１
９
７
０
年
で　
　

）
で
あ

65
ha

21
ha

る
。

・
農
家
個
人
が
農
地
を
保
有
し
て
お

り
、
企
業
が
保
有
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
。
農
家
は
専
門
的
知
識
も
キ
ャ

リ
ア
も
高
く
、
農
業
組
合
を
組
織
し

全
国
組
織
に
も
参
画
し
て
い
る
。

・
全
農
家
の
う
ち
１
万
２
千
人
が
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
農

業
に
関
連
す
る
産
業
に
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
人
は
約　

万
人
い
る
と
言

15

わ
れ
る
。

・
農
業
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
％
を
占
め
て
い

る
。
生
産
の
３
分
の
２
は
輸
出
し
て

お
り
、
輸
出
総
額
の　

％
で
、
農
産

12

加
工
と
漁
業
部
門
を
含
め
る
と　

％
23

を
占
め
る
。

・
一
国
の
生
産
量
と
し
て
は
小
規
模
で

あ
る
が
、
人
口
５
０
０
万
人
に
対
し

て
、
１
、
５
０
０
万
人
を
養
っ
て
い

く
だ
け
の
レ
ベ
ル
の
農
業
生
産
が
あ

る
。
農
業
は
国
の
産
業
に
お
い
て
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

・
世
界
に
誇
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
５
つ
の

力

　

＝
輸
出
５
大
産
品
と
は
＝

１
坩
食
肉
産
業
＝
豚
肉
は
世
界
一

で
、
２
、
６
０
０
万
頭
飼
育
し
、

人
口
よ
り
数
が
多
い
。

２
坩
酪
農
関
連
＝
ミ
ル
ク
の
輸
出
世

界
一
。
粉
乳
は
南
米
に
輸
出
す

る
。

３
坩
「
牧
草
の
種
」
輸
出
額
は
世
界

一
。
牧
草
の
他
に
ホ
ウ
レ
ン
草
等

野
菜
の
種
（
日
本
に
も
輸
出
）
、

芝
生
の
種
（
世
界
一
の
輸
出
額
）

も
あ
る
。

４
坩
ミ
ン
ク
等
毛
皮
＝
中
国
に
輸
出

し
加
工
さ
れ
、
世
界
中
に
出
回
っ

て
い
る
。

５
坩
島
国
の
デ
ン
マ
ー
ク
。
漁
業
で

も
輸
出
が
盛
ん
。

・
２
０
０
９
年
度
の
輸
出
額
で
、
１
位

は
豚
肉
、
２
位
は
チ
ー
ズ
等
酪
農
関

連
で
、
ま
た
毛
皮
は
全
体
の
７
％
を

占
め
る
。
輸
出
先
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
が

主
で
あ
る
が
、
中
国
、
ロ
シ
ア
が
最

も
伸
び
て
い
る
。
日
本
へ
は
６
％

で
、
ほ
と
ん
ど
が
豚
肉
と
乳
製
品
で

あ
る
。

・
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
理
事
会
は
常
に
市

場
と
と
も
に
歩
み
、
商
社
、
流
通
、

メ
ー
カ
ー
、
小
売
各
々
の
業
界
と
の

緊
密
に
連
動
す
る
種
々
の
活
動
に
よ

っ
て
秩
序
あ
る
通
商
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
。

・　

世
紀
初
頭
か
ら
協
同
運
動
と
し
て

20組
織
化
さ
れ
、
各
種
の
農
業
審
議

会
、
委
員
会
（
主
要
７
団
体
）
で
活

動
し
て
い
た
が
、
す
べ
て
の
農
業
組

織
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
０
９
年
に
合
併
さ
れ
「
デ

ン
マ
ー
ク
農
業
理
事
会
」
と
な
っ

た
。
組
織
統
合
の
目
的
は
、
倹
約
の

た
め
と
長
期
的
に
輸
出
を
中
心
と
し

た
農
業
の
構
築
を
図
る
こ
と
で
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
の
農
業
政
策
を
意
識
し

て
の
組
織
統
合
で
あ
っ
た
。
日
本
に

も
事
務
所
あ
り
。

重
要
な
業
務
範
囲
は

①
国
の
政
策
へ
の
働
き
か
け

②
市
場
の
開
発
と
輸
出
推
進

③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場（
相
談
サ
ー

ビ
ス
）

④
知
識
と
革
新
（
農
業
指
導
）

と
な
っ
て
い
る
。 

〔
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
理
事
会
〕
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コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
北
西　
　

に

60
km

あ
る
、
持
続
可
能
な
有
機
栽
培
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
農
園
兼
生
活
共
同
体

を
視
察
す
る
。

　

１
９
７
８
年
に
創
立
し
、
荘
園
領
地

に
若
者
達
が
集
い
、
何
家
族
か
が
一
緒

に
生
活
を
す
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
団

生
活
）
か
ら
始
ま
る
。

　

自
ら
の
住
居
の
ほ
か
に
共
同
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
と

呼
ば
れ
る
生
活
様
式
に
よ
り
集
団
生
活

を
営
む
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
設
立
当

初　

人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
１

60
４
５
名
（
大
人　

名
、
子
供　

名
）
。

85

60

　

食
糧
は
ほ
ぼ
自
給
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
完
全
自
給
を
達
成
し
て
い
る
。

現
在
２
４
０　

の
耕
作
地
が
あ
り
、
デ

ha

ン
ト
コ
ー
ン（
９
・
６　

）、
小
麦（
７
・

ha

５　

）、
え
ん
麦（　

・
２　

）、
ラ
イ
麦

ha

25

ha

（　

・
1　

）、
じ
ゃ
が
い
も（　

・
５

19

ha

13

　

）、
と
う
も
ろ
こ
し（　

・
４　

）、
ニ

ha

10

ha

ン
ジ
ン
、
豆
類
な
ど
の
野
菜（　

・
５
13

　

）、
数
種
類
の
リ
ン
ゴ
、
洋
ナ
シ
な
ど

haの
果
物
を
栽
培
し
て
い
る
。
（
他
に
山

林
１
３
０　

）
酪
農
は
１
１
０
頭
の
ジ

ha

ャ
ー
ジ
種
の
乳
牛
、
牧
草
は　
　

、
デ

91
ha

ン
ト
コ
ー
ン
７　

、
放
牧
酪
農
で
あ

ha

る
。

・
運
営
方
法
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ

り
全
員
一
致
ま
で
議
論
を
続
け
る
。

多
数
決
で
は
な
く
、
全
員
が
賛
成
す

る
ま
で
話
し
合
う
。
時
間
と
労
力
が

か
か
る
が
、
忍
耐
と
寛
容
性
も
必
要

で
、
丁
寧
な
偐
プ
ロ
セ
ス
重
視
做
の

姿
勢
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
内
面
か

ら
維
持
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
で
あ

る
。

　

リ
ー
ダ
ー
た
る
者
は
い
な
く
農
場
で

は
、
皆
が
主
役
で
あ
り
、
皆
が
平
等
の

原
則
が
貫
か
れ
て
お
り
、
分
担
さ
れ
た

仕
事
に
対
し
て
は
、
キ
ッ
チ
ン
、
建
築
、

農
業
、
行
政
、
ゲ
ス
ト
等
の
グ
ル
ー
プ

別
の
活
動
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に

は
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
作
業
手
順
、
提

案
等
の
多
数
の
メ
モ
が
貼
ら
れ
て
お

り
、
効
率
的
な
作
業
へ
の
姿
勢
が
伺
え

る
。

　

「
ラ
ン
ブ
ル
グ
農
民
の
家
」
と
呼
ば

れ
る
建
物
で
説
明
を
受
け
る
。

　

こ
の
建
物
は
、
農
業
組
織
４
団
体
が

入
居
し
て
お
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
内
の

農
業
組
織
の
総
本
山
と
も
言
え
る
も
の

で
、
説
明
を
受
け
た
役
員
会
議
室
も
ノ

ル
ウ
ェ
ー
国
内
の
農
協
の
リ
ー
ダ
ー
が

集
う
場
所
で
あ
る
。

　

「
ア
ケ
ー
シ
ェ
フ
ー
ス
地
域
農
民
連

合
」
は
、
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
農
民
連
合
」

の
下
部
組
織
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
た

め
の
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
農
民
連
合
」
は
、
農

業
組
織
と
し
て
は
最
大
の
組
織
で
、

６
１
埀
７
０
０
人
の
会
員
を
有
し
、

　

県
に
５
８
０
の
支
部
が
あ
る
。
農

18業
者
は
誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
。
こ

の
組
織
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
農
業
の
条

件
改
善
と
現
代
社
会
で
の
農
業
の
重

要
性
を
主
張
し
、
国
内
農
産
物
の
品

質
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

政
治
的
に
は
特
定
の
政
党
に
偏
ら
ず

中
立
的
な
立
場
で
の
活
動
で
尊
敬
さ
れ

て
お
り
、
国
会
へ
の
影
響
力
も
強
い
。

・
１
２
０
人
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
、　

人
は
本
所
（
オ
ス
ロ
）
に
、

60

〔
ア
ケ
―
シ
ェ
フ
ー
ス
地
域
農
民
連
合
〕

〔
ス
ヴ
ァ
ン
ホ
ル
ム
農
場
〕
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残
り
の　

人
は
地
方
事
務
所
に
配
属

60

さ
れ
て
い
る
。

　

業
務
内
容
は
、
①
地
域
の
政
治
に
密

着
し
農
業
の
規
模
、
産
業
の
発
展
を
ど

う
進
め
る
か
を
策
定
、
②
メ
デ
ィ
ア
対

応
、
③
組
合
員
（
メ
ン
バ
ー
）
へ
の
サ

ー
ビ
ス
（
保
険
（
共
済
）
関
係
、
割
引

カ
ー
ド
に
よ
る
割
引
（
燃
料
、
電
気
、

電
話
等
）
、
④
専
門
新
聞
の
発
行
、
⑤

経
営
に
関
す
る
助
言
、
⑥
他
の
組
合
と

協
調
し
て
の
国
会
へ
の
要
求
、
陳
情
、

牛
乳
、
麦
の
価
格
交
渉
、
補
助
金
の
要

請
等
で
あ
る
。

・
農
地
は
相
続
で
は
な
く
売
買
に
よ
り

継
承
さ
れ
て
い
く
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は

農
業
生
産
が
弱
小
で
、
食
料
生
産
を

守
る
た
め
に
、
農
業
を
営
む
者
（
又

は
農
家
を
買
い
取
っ
た
者
）
は
、
農

家
を
経
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
農
家
が
売
り
に
出
た
場
合
、

そ
の
農
家
の
従
兄
と
か
親
せ
き
に
優

先
権
が
あ
り
、
他
人
に
買
わ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
従
兄
親
戚
に
買
い
戻
す

権
利
が
あ
る
。

・
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で　
50

％
。
一
般
家
庭
で
は
収
入
の　

％
が

10

食
費
で
あ
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
経
済
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世

界　

位
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦

24
後
、
社
会
福
祉
に
注
力
し
た
結
果
、

北
欧
諸
国
と
同
じ
福
祉
国
家
と
な
っ

た
。

・
漁
業
は
自
給
率
一
坩
〇
六
三
％
と
自

国
の
消
費
量
の　

倍
生
産
し
て
い
る
。

10

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
つ
い
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
石

油
生
産
国
と
し
て
景
気
が
良
い
が
隣

国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
。
自
給

自
立
を
進
め
る
た
め
に
は
農
家
の
収

入
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
下
、
他
の
研
修
地
も
視
察
い
た
し

ま
し
た
が
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

以
上
、
海
外
２
カ
国
で
の
研
修
内
容

を
記
載
し
、
北
欧
の
自
然
豊
か
な
環
境

と
歴
史
に
魅
了
さ
れ
た
視
察
研
修
で
あ

っ
た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〔オックススーパーマーケット(ＯＢＳ)〕～ノルウェー流通事情（生協視察）
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平
成　

年
産
米
よ
り
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ

23

つ
無
洗
米
の
品
種
が
「
ほ
し
の
ゆ
め
」

か
ら
「
な
な
つ
ぼ
し
」
に
変
更
と
な

り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
新
た
に
刷
新
し
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
無
洗
米
は
、
平
成　
16

年　

月
に
販
売
を
開
始
し
、
当
時
は
イ

12
オ
ン
ジ
ャ
ス
コ
７
店
舗
か
ら
販
売
を
開

始
し
、
現
在
、
イ
オ
ン
北
海
道
全
店

（　

店
舗
）
で
の
取
扱
い
を
い
た
だ
い

31
て
お
り
ま
す
。

　

「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
米
（
無
洗
米
）
」

は
、
生
産
者
が
お
い
し
く
育
て
収
穫
し

た
お
米
を
大
型
集
荷
施
設
㈱
上
川
ラ
イ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
籾
貯
蔵
米
を
は
じ

め
、
厳
選
し
た
お
米
の
中
か
ら
、
最
新

設
備
で
品
質
管
理
を
徹
底
し
た
石
狩
パ

ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
に
て
Ｂ
Ｇ
精
米
製
法

（
無
洗
処
理
）
で
精
米
し
た
も
の
で

す
。

　

無
洗
米
は
、
と
ぎ
汁
を
流
さ
な
い
こ

と
で
河
川
の
環
境
保
全
と
、
洗
米
時
の

手
荒
れ
を
防
ぎ
、
家
事
の
時
間
と
水
道

代
を
節
約
で
き
、
な
に
よ
り
炊
飯
時
の

出
来
上
が
り
を
左
右
す
る
米
と
ぎ
技
術

の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
た
め
、
い
つ
で

も
美
味
し
く
一
定
品
質
で
召
し
上
が
れ

る
こ
と
で
、
大
変
人
気
を
呼
ん
で
お

り
、
震
災
以
降
、
無
洗
米
は
さ
ら
に
注

目
さ
れ
て
い
る
商
品
で
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
の
販
売
先
と
し
て
、

今
後
拡
充
を
予
定
さ
れ
て
い
る
環
境
に

配
慮
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会

社
「
本
田
技
研
研
究
所
」
で
も
引
き
続

き
、
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
無
洗
米
」
を
愛

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

月
よ
り
、
た
い
せ
つ
農
産
物
直
売

10
所
・
㈱
く
ら
し
の
店
た
か
す
に
て
店
頭

販
売
を
開
始
致
し
ま
す
の
で
、
地
域
の

皆
様
方
に
も
贈
答
品
や
お
使
い
物
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
無無無無無無無無無無
洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗
米米米米米米米米米米

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
無
洗
米
ががががががががががが

リリリリリリリリリリ
ニニニニニニニニニニ
ュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーー
アアアアアアアアアア
ルルルルルルルルルル
いいいいいいいいいい
たたたたたたたたたた
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
！！！！！！！！！！！

（新パッケージ）
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９
月　

日
、
鷹
栖
地
区
で　

名
の
方

14

19

が
参
加
し
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
の
内
は

少
し
肌
寒
か
っ
た
で
す
が
、
４
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
競
技
が
始
ま
る
と
徐
々
に

晴
れ
間
が
出
て
き
て
、
気
が
付
く
と
み

な
さ
ん
上
着
を
脱
い
で
競
技
に
集
中
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
心
者
の
方

も
参
加
し
て
お
り
、
ス
パ
ー
ク
で
相
手

の
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ト
外
に
出
さ
な
い
な

ど
ル
ー
ル
も
本
来
よ
り
優
し
く
し
て
、

み
な
さ
ん
ア
ド
バ
イ
ス
し
あ
い
な
が
ら

競
技
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

〔
優　

勝
〕

　
　

Ｂ
（
坂
田　

国
男
さ
ん
）
チ
ー
ム

〔
準
優
勝
〕

　
　

Ｄ
（
田
村
キ
ク
ノ
さ
ん
）
チ
ー
ム

　

去
る
、
平
成　

年
８
月
９
日
（
火
）

23

当
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
に
て
、
当
Ｊ
Ａ

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
の
安
全
衛
生
教

育
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、
社
団
法

人
「
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
」

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
促
進
員　

間
瀬

田
あ
い
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
『
ス
ト

レ
ス
対
策
』
と
題
し
た
全
職
員
向
け
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

間
瀬
田
講
師
か
ら
、
職
場
の
心
の
健

康
の
必
要
性
や
ス
ト
レ
ス
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
方
法
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
等
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
活
用

し
な
が
ら
解
り
や
す
く
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
講
演
を
期
に
職
員
の
心
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る

職
場
づ
く
り
と
組
合
員
皆
様
へ
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
と
対
応
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹
栖栖栖栖栖栖栖栖栖栖
地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区

鷹
栖
地
区
ででででででででででで

「「「「「「「「「「
ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
親親親親親親親親親親
睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦
ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
ボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開

「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」開
催催催催催催催催催催催

全全全全全全全全全全
職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員
にににににににににに
よよよよよよよよよよ

全
職
員
に
よ
るるるるるるるるるるる

「「「「「「「「「「
労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働
安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
生生生生生生生生生生
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる

「
労
働
安
全
衛
生
研
修
会
」
開
催
さ
れ
る
！！！！！！！！！！！
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９
月　

日
〜　

日
の
３
日
間
で
旭
川

17

19

中
心
部
に
て
「
北
の
恵
み
食
べ
マ
ル
シ

ェ
２
０
１
１
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

た
い
せ
つ
農
産
物
直
売
所
も
出
店
い
た

し
ま
し
た
。

　

開
催
中
は
雨
模
様
の
な
か
肌
寒
い
天

候
で
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
、
常
盤
公
園
内
マ
ル
シ
ェ

広
場
の
旭
川
農
業
ま
つ
り
ゾ
ー
ン
に
て

出
店
し
、
直
売
所
出
荷
者
の
新
鮮
な
野

菜
や
加
工
品
、
そ
し
て
「
愛
す
ご
飯
」

を
多
く
の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

他
の
ブ
ー
ス
で
は
旭
川
米
生
産
流
通

協
議
会
の
開
催
に
よ
る
旭
川
米
の
新
米

を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
旭
川
青
果

連
の
野
菜
販
売
な
ど
農
業
関
係
団
体
等

　

店
が
出
店
し
て
お
り
ま
し
た
。

26

　

９
月
３
日
〜
４
日
の
２
日
間
、
胆
振

管
内
安
平
町
早
来
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
場
に
て
第　

回
北
海
道
総

15

合
畜
産
共
進
会
乳
用
牛
の
部
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
共
進
会
に
は
北
海
道
内
各
地
か
ら

各
地
区
の
地
区
共
進
会
に
お
い
て
選
出

さ
れ
た
計
４
６
９
頭
が
集
ま
り
、
日
頃

の
飼
養
管
理
と
改
良
の
成
果
が
競
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
川
地
区
に
お
い
て
も
事
前
に
開
催

さ
れ
た
上
川
管
内
総
合
家
畜
共
進
会
に

お
い
て
選
出
さ
れ
た
地
区
代
表　

頭
が

23

出
品
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
か
ら
も　
45

区
加
藤
孝
志
さ
ん
よ
り
４
頭
が
出
品
、

資
質
を
競
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
第　

部
（
ジ
ュ
ニ

11

ア
３
歳
ク
ラ
ス
）
に
出
品
さ
れ
た
グ
リ

ー
ン
ハ
イ
ツ 
レ
ジ
ー
ニ
ア 
ス
タ
ー
シ

ア 
Ｅ
Ｔ
が
２
等
４
席
を
獲
得
、
更
に
乳

房
の
資
質
が
大
変
高
く
評
価
さ
れ
、
１

１
部
出
品
牛
全
体
の
乳
器
審
査
の
準
最

高
位
で
あ
る
セ
カ
ン
ド
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

農農農農農農農農農農
産産産産産産産産産産
物物物物物物物物物物
直直直直直直直直直直
売売売売売売売売売売
所所所所所所所所所所

北北北北北北北北北北
のののののののののの
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

農
産
物
直
売
所
　
北
の
恵
みみみみみみみみみみみ

「「「「「「「「「「
食食食食食食食食食食
べべべべべべべべべべ
ママママママママママ
ルルルルルルルルルル
シシシシシシシシシシ
ェェェェェェェェェェ
２２２２２２２２２２
００００００００００
１１１１１１１１１１
１１１１１１１１１１
」」」」」」」」」」
出出出出出出出出出出
店店店店店店店店店店
すすすすすすすすすす

「
食
べ
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
１
」
出
店
す
るるるるるるるるるるる

第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回
北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道
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第
 　
回
北
海
道
総
合合合合合合合合合合合

畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜
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共共共共共共共共共共
進進進進進進進進進進
会会会会会会会会会会
乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛
のののののののののの
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催催催催催催催催催催
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畜
産
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進
会
乳
牛
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開
催
さ
れ
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水
　
稲
　
編

　

本
年
の
収
穫
作
業
は
中
盤
を
迎
え
て

き
ま
し
た
が
、　

年
産
の
収
穫
終
了
と

23

と
も
に　

年
産
米
の
米
づ
く
り
が
始
ま

24

り
ま
す
。
高
品
質
・
安
定
生
産
に
向
け

て
、
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
し
ま
し
ょ
う
。

①　

稲
わ
ら
は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
（
１
）
排
水
不
良
田
で
は
水
田
外
に
搬

出
し
、
堆
肥
化
し
て
水
田
に
還
元

し
ま
し
ょ
う
。

・
５
０
０　

（
約　

ａ
分
）
の
稲
わ

Kg

10

ら
に
石
灰
窒
素
ま
た
は
硫
安
を

　
　

程
度
加
え
て
、
た
っ
ぷ
り
灌

20
Kg

水
し
、
１
ヶ
月
程
経
っ
た
ら
切
り

返
し
を
し
ま
す
。

・
稲
わ
ら
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
産

地
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
焼

却
は
止
め
、
堆
肥
に
し
て
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

（
２
）
秋
す
き
込
み
は
透
排
水
良
好
田

に
限
り
可
能
で
す

　

す
き
込
み
は
収
穫
後
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
、
す
き
込
む
深
さ
は
極
浅

く
（
５
㎝
程
度
）
し
、
土
と
良
く
混

和
し
て
下
さ
い
。

※
水
田
内
に

稲
わ
ら
を
放

置
し
て
お
く

と
水
田
の
乾

き
は
悪
く
、

土
壌
還
元

（
ワ
キ
）
も

発
生
に
よ

り
、
初
期
茎

数
の
確
保
が

劣
り
ま
す
。

ま
た
、
ケ
イ

酸
の
吸
収
が

阻
害
さ
れ
る

な
ど
食
味
が

低
下
し
ま

す
。

（
３
）
い
も
ち
病
発
生
ほ
場
の
稲
わ
ら

処
理
は
的
確
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

そ
の
ま
ま
す
き
込
む
と
来
年
以
降

の
い
も
ち
病
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
す
き
込
み
は
絶
対
し
な
い

で
、
ほ
場
外
に
搬
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
透
排
水
性
の
改
善
に
よ
る
乾
田
化

（
１
）
表
面
停
滞
水
の
排
除

・
来
春
の
融
雪
促
進
と
融
雪
後
の
停

滞
水
早
期
排
除
に
向
け
、
溝
切
り

に
よ
る
排
水
溝
を
施
行
し
ま
し
ょ

う
。

・
特
に
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
旋
回
部
分

等
の
透
水
性
不
良
部
分
を
改
善
し

ま
し
ょ
う
。

（
２
）
心
土
破
砕

・
以
前
は
透
排
水
性
の
良
か
っ
た
水

　

ま
た
、
極
端

な
早
ま
き
に
よ

る
過
繁
茂
の
ほ

場
や
遅
ま
き
に

よ
る
茎
数
不
足

の
ほ
場
は
特
に

雪
腐
病
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

②
大
豆

　

汚
粒
の
な
い

大
豆
を
収
穫
し

ま
し
ょ
う
。

　

コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
で
は
汚
粒

の
発
生
が
大
き

な
問
題
と
な
る

た
め
、
収
穫
適

期
は
成
熟
期
の

約
２
週
間
後
で

子
実
水
分
が　
20

％
・
さ
や
水
分

　

％
・
茎
水
分

18
　

％
以
下
が
目

40安
で
す
。

　

特
に
、
汚
粒

の
最
大
の
原
因

で
あ
る
「
わ
い

化
病
株
」や「
雑

草
」
は
絶
対
事
前
に
抜
き
取
り
を
し

て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
土
の
混
入
も
汚
粒
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
刈
り
高
さ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
の
時
間
帯
も
水
分
の
少
な
い

と
き
に
限
ら
れ
る
た
め
、
天
候
な
ど

に
よ
り
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
効
率
的
な
作
業
計
画
を

た
て
て
収
穫
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

たいせつなな
ここが

ポイイント！
（水稲・畑作編）

表１　稲わら処理と食味（1992年　上川農試）
精米（％）　　　　項　目

施用方法 アミロース値タンパク値

19.56.2 無 施 用

19.56.6 堆肥春施用

19.66.8稲わら秋施用

19.77.5稲わら春施用

田
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
に
よ
る
踏
圧
や
鋤
床
層
（
り
底

盤
）
が
で
き
る
こ
と
で
透
排
水
性

が
不
良
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
水
田
で
は
心
土
破
砕
に
よ
り
透

水
性
を
改
善
し
て
下
さ
い
。

・
施
行
の
深
さ
は　

〜　

㎝
、
間
隔

40

60

は
２
〜
４
ｍ
程
度
で
す
。

③
畦
の
補
修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

崩
れ
て
い
た
り
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
が

開
け
た
穴
で
適
切
な
水
管
理
が
で
き

な
い
畦
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
に
備
え
今
の
う
ち
に
か
さ
上

げ
等
の
補
修
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
来
春
の
畦
畔
補
修
（
畦

塗
り
）
も
計
画
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

④
土
壌
診
断
で
床
土
と
水
田
の
状
況
把

握
を

　

次
年
度
の
育
苗
と
水
稲
生
育
の
た

め
に
、
置
床
や
水
田
の
土
壌
診
断
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
成
苗
ポ

ッ
ト
の
ハ
ウ
ス
で
は
リ
ン
酸
が
蓄
積

し
や
す
く
、
生
育
障
害
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

畑
　作
　編

　

高
品
質
、
安
定
生
産
に
向
け
て
作
業

に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

①
秋
ま
き
小
麦

　

春
先
の
茎
数
を
確
保
す
る
た
め
、

排
水
対
策
と
雪
腐
病
防
除
の
効
果
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

小
麦
は
湿
害
に
弱
い
た
め
明
き
ょ

を
施
工
し
、
ま
た
来
春
の
融
雪
促
進

の
準
備
の
た
め
秋
の
う
ち
か
ら
融
雪

材
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

表１　秋まき小麦の雪腐病防除
使用回数倍率・薬量薬　剤　名防除時期

根雪前／２回
３Kg/10ａ
400倍、100L/10ａ
６倍　0.8狩

バシタックベフラン粉剤ＤＬ
バシタックベフラン水和剤
リゾレックスベフランフロアブル

11月上旬～
　　　中旬

※根雪直前の防除が効果的です。散布後30mm以上の降雨があった場合や、根雪まで
の期間が３週間以上あいた場合は再散布が必要です。
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９
月
５
日　

自
治
監
査
講
評

　
　
　
　
　

企
画
会
議

９
月
６
日　

米
全
量
集
荷
推
進
〜
７
日

９
月　

日　

Ｊ
Ａ
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

14

ル
大
会

９
月　

日　

第
６
回
理
事
会

29

９
月

一
、
過
年
度
米
の
追
加
精
算
並
び
に
平

成
二
十
三
年
産
米
集
荷
対
策
等
に
つ

い
て

　
　

平
成
二
十
二
年
産
米
追
加
払
い
、

平
成
二
十
三
年
産
米
概
算
金
、
集
荷

対
策
、
全
量
出
荷
推
進
全
戸
訪
問
の

実
施
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
七
月
末
事
業
実
績
報
告
に
つ
い
て

　
　

各
課
よ
り
第
二
４
半
期
・
七
月
末

事
業
実
績
の
進
捗
状
況
を
含
め
報
告

が
あ
り
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
土
地
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て

　
　

従
来
よ
り
賃
借
し
て
い
る
土
地
の

契
約
更
新
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日
第
五

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいせせせせせせせせせせつつつつつつつつつつ営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案ＪＡたいせつ営業時間のご案内内内内内内内内内内内
11月１日から３月31日までの営業時間をお知らせ致します。  

本
所
・
支
所
事
務
所

　

平　

日　
 
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

　

土
曜
日　
 
 

午
前
９
時
〜
正
午
迄

 

本
所
貯
金
店
舗

　

平　

日

　
　

窓
口
業
務　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
迄

　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
迄

　

土
曜
日

　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
迄

 

鷹
栖
支
所
貯
金
店
舗

　

平　

日

　
　

窓
口
業
務　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
迄

　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
迄

　

土
曜
日

　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
迄

　

鷹
栖
町
役
場

　

平　

日

　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
迄

45

45

 

営
農
セ
ン
タ
ー

　

平　

日　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

　

土
曜
日　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
迄

 

鷹
栖
支
所
営
農
セ
ン
タ
ー

　

平　

日　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

　

土
曜
日　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
迄

 

メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

東
鷹
栖
給
油
所
（
セ
ル
フ
）

　

平　

日　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後　

時
迄

10

　

日
・
祝
祭
日　

午
前
７
時
〜
午
後　

時
迄

10

　

鷹
栖
給
油
所
（
セ
ル
フ
）

　

平　

日　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
迄

　

日
・
祝
祭
日 

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
迄

　

整
備
工
場

　

平　

日　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

　

土
曜
日　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄
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北海道最低賃金（地域別）が、 

平成23年10月６日から次のとおり改定されます。
 

北海道最低賃金 時間額 ７０５北海道最低賃金 時間額 ７０５円円
 

○この最低賃金は、北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パ

ートタイマー、アルバイト含む）に適用されます。
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